
―日本&海外物理学界が隠蔽した物理学上の基礎事実リスト―：　　　　　　　　　      　07/10/22,

❶非平衡統計力学基礎論//量子力学基礎論(1988/6~1992/1)：

➀完全命題系： ➀’不完全命題系：

自己共役Hamiltonian＝Ｈ 0系の定常性証明 時間発展非自己共役Hamiltonian＝Ｈ s(t)

解析的＝因果律的 ⇔ 定常無発展系 特異非解析的 ⇔ 確率状態分岐遷移

Ｈ 0系の固有状態一意実現定理。

△t＝∞,△E＝0.  有限時間滞在

          Ｈ 0   Ｈ 0      Ｈ 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t 

　  →△t←   ↖Ｈ s     ↖Ｈ s  

Ｈ s(t)反応による確率状態分岐遷移。

△t＝0,△E＝∞, 点時間区間遷移.

        

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t 

             ↖Ｈ s    ↖Ｈ s  　　  　時間

  状態

➁:iℏ∂tΨ(t)＝ＨΨ(t)は時間変数tを含む量子力学基礎方程式(Schrӧdinger方程式)。

　従来大多数研究者はこれを時間発展系の理論と誤解したのも無理がない。だが力学系 

  エンジンに相当するＨ≡Hamiltonianが観測可能演算子 1)になるには自己共役性が必須、

  ところが自己共役解析的だと  無状態遷移＝非時間発展  が証明されてしまう！  。

➂論理から時間発展Ｈは非自己共役に限定。ところがそれは非観測で非解析特異的にな　

　る<無限大が絡み情報喪失発生>.実際,場量子論のＨは超関数である場演算子積になり,

　同一時空点の超関数は定義不能で数学的特異量,それは状態遷移確率量を算出する！.

➃量子時間発展系は{ Ｈ 0, Ｈ s}両者交互交代で実現,点時間実現のＨ sの時間軸上単位

　時間発生数分布密度＝1/△tは確率的で energy揺動進展定理から△t△E＝ℏで決定。

➄標本過程Ｈ 0実現時間区間ではその固有状態が唯一実現<Schrӧdingerの犬の矛盾解消>,

　かくて量子時間発展系は統計集団に関する Markov確率過程になる事が証明され、それ 

　は量子master方程式の存在となる. ∂tωj(t)＝ℏ-1Σk△E(t)[Tjk－δjk]ωk(t).・・➄

　ωj(t)は量子状態|j>の分布密度,Tjk は|j>→|k>の反応状態遷移確率,△E(t)は

　時刻tの状態|j>密度ωj(t)と状態energy＝εj から決定するenergy偏差値。

➅ Schrӧdinger式のＨ真相は確率混成演算子{ Ｈ 0, Ｈ s}。時間発展系では確率微分

　方程式、数学的に等価な量子master方程式は決定論方程式で、実際に解が得られた。 

➆量子master方程式の物質時間発展理論＝「量子確率過程力学」2)の基礎成果：

⑴一般閉鎖系の緩和過程解：初めはブクブク反応だがやがて平衡状態化(反応速度論)。

⑵熱力学第二法則、一般閉鎖熱力学系の entropy増大法則。

⑶量子master方程式は一般開放系にも適用されて,定常流れのある系の鼓動振動解。

　以上の基礎成果から「量子確率過程力学」の方法は検証された。今後は開放系の

　空間形態発展の理論開発が望まれる。野心家研究者に期待！！。

1)電圧,速度等の物理量一般は時空間変数の関数,従って量子力学対象の状態も関数、然るに観測行為は精密

　な意味での反応で対象状態に変化影響を及ぼすから演算子。自己共役演算子Ａの定義は Ａφa＝aφa.

  aは観測実数値でφaは多数個の固有関数系と呼ぶ集合になる。長さ観測量の固有値aは０から∞。

　量子論的観測の特徴は元の状態が固有状態φaならば観測Ａに於いて特別に状態変化が生じない事になる。

　だから  Ｈ      0 の固有状態に在るならば  Ｈ      0 が長らく作用継続しても状態変化がないと言う  粗い説明  になる  。 



2)内外多数本の投稿論文あり、だがいずれも公刊なし、学会口頭発表は一回あり.1993年に量子重力の仕事 

　で❶は捨て子状態、95年に量子重力が終わると電荷密度波発電で放置継続。

❷記号論理学と数学基礎論(1989/3,1992/4)

  ゲーデル不完全性定理が確率統計現象になる事は本講座第一回でも言及した、又実数の

　不確定性も述べたとおり。論文は❶同様に受理されたが内外で公刊拒絶、

❸➀非局所的双極子場の量子論(1991/10)：

　⑴ Couomb場の量子論,dipoleが連鎖して自己共役Hamiltonianを形成、物質系の

　　形態形成基礎が Couomb場,非可観測な双極子連鎖の反応場論。

　⑵常温核融合の多体系scaling理論,白金の如く金属表面が輝くのは表面質の電子密度

　　が濃いからで,ここにＨ+イオン多数があると濃厚電子密度で本来の反発力である

　　Couomb力が立ち消えになり,混雑雑踏中に出会い衝突するのが常温核融合,だが材料

　　定数的に実用出力は難しい。実際ブームは急減衰。本質的に既成理論だが公刊拒否。

  ➁場の量子論(1991/10)：反応のHamiltonianが非自己共役で非解析特異性から

　  場に情報喪失としての確率発生,および発散不定性の必然性(解消法が再規格化)>。

　　長年,場の量子論では反応計算値に無限大が出現して欠陥ではないかの嫌疑に在った。

　　唯一の救済が繰り込み理論と言う算法にだった。だが無限大出現は欠陥でなく必然。

　　点素粒子模型の標準一般ゲージ場理論は無矛盾にある。

☞：弱い相互作用のSU(2)は SO(3)同型で 3次元。強い相互作用SU(3)は可観測(3+1)次元にない。

　　 quarkは単独分離で観測できない。宇宙は(3+1)次元”平面”に微小な出っ張り直交空間成分がある。

❹量子重力力学＝ＱＧＤ  (1993/4~1997)  ：  左項目をクリックで参照。

　1956年に内山は電磁力,弱力,強力,重力統一形式の一般ゲージ場理論 3)を確立、但し

　重力場だけは一般相対論呪縛により,曲線座標系での記述が完全統一の障害にあった.

　筆者は上記❷成果から真なる理論が必ず公理系で演繹証明される視点から QGDに疑問,

　3)論文を検証中に,直交座標系では完全なゲージ理論範疇にある事を発見。当時既に

　Faddeev.Popovにより一般ゲージ場量子化法も確立しており,SO(11;1)統一場論に到達。

  九後教授(京大)支援もあり,純ゲージ場動力学過程としてのSO(11;1)→SO(11)相転移

　big.bang宇宙創始論も得たが公刊無し。本質的に素粒子論は標準理論で完成終わり。

☞：本件初回投稿は93年春、秋に米国の総額 12000億円の超伝導超加速器計画 SSCが米上院で中止決議,

　　 財政難と言う理由だがSSC当初から財政難,目的のヒッグス粒子捕獲の虚偽がＱＧＤ発見で密かに知れ

     た事による。筆者は文部省を通じて情報無断盗用を直訴したが,逆に以後経済封鎖の沙汰。素粒子に

　 　質量付与機能すると言う触れ込みヒッグス粒子だがＱＧＤでは電場と電荷相互作用と類似に縦波凍結

     ゲージ場(最低エネ)と素粒子の一般ゲージ相互作用と言う自然な形で質量エネルギーｍｃ 2が決定。

❺経済回路網力学  (1997/10~12)  ：  左項目をクリックで参照。

  本論は経済回路網力学として製本出版、学会発表にはないが、横浜市大商学部を手初め

　に通産省経済研究所、日経新聞その他多数に無料配布されたが音沙汰なし。当時不良

　債権問題にあったが，通貨資産総額＝負債総額の０サム会計定理が何と経済書に一切

　記述なしの悲惨な状態下にあった。帳簿社会総計が経済状態と一対一対応する事を原理

　にする本論は過去に類例のない客観経済論と自負できる。詳細はサイト掲載予定。

　未開発要素も多々あり,野心的研究者の参画を希望！。　

❻電荷密度波発電の量子電磁力学  (1995~2007)  ：  左項目をクリックで参照。

　本論は業務開発に相当し,学会論文投稿していない。但し本来はする義務があろう。

  詳細内容は今後サイト掲載予定。
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工事予定、ＰＤＦにすると皆太文字に化けてしまう。この文書の太い文字は太文字のみ。
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